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「就職出陣式」     自動車工学科 1 年生  

 自動車整備業界は入社予定の 1 年以上前から採用活動が始まる。2024 年度の採用活動が本格化するの
を前に、１月 20 日（金）、自動車工学科１年生を対象にした「就職出陣式」を実施した。この式は「改め
て自分の目標を明確にし、入社試験に万全の態勢で臨み、目標を達成する!」という決意を新たにするた
めの式である。1 月終わりから入社試験が実施される予定である。今年は、女性１名を含む 13 人が入社試
験を受験予定である。式では学院⾧が「1 年生の先陣を切って就職戦線に臨むことになる 整備士として
活躍する将来の姿を思い描き、強い気持ちで臨んでほしい」と激励した。続いてひとり一人が「決意」を表
明し、代表して、松田伊織さんが「次世代を担う整備士として、これまでに身に付けた知識・技能と社会人
基礎力に自信をもって就職戦線を勝ち抜く」と宣誓した。 

一般乗用車ディーラー:7 名、大型トラック・バス:4 名、建設機械:２名に受験予定である。 
                                                       
                       
 
 
 
 
 
                                   
 
 
 

学院⾧激励                 宣誓する松田伊織さん 

「実習棟に空調設備設置」 全ての学科の実習棟 

近年の夏場の気温は 35℃を超えることも多く、そのような環境の中でも実習を行っている。これまでは、
工場用扇やスポットクーラーを学院生の近くに設置して夏場を乗り切っていた。午前中は空調の効いた教
室で授業を行い、午後は環境が厳しい実習場での作業は、大変厳しいものがあった。しかし、昨年度に「空
調設備設置」が決定し、今年度８月から設計開始され 12 月から工事が始まり、2 月末に完成予定である。 

それぞれの工場に 4 台～１台、工場の広さに合わせた容量の室内機を設置し、天井には空気攪拌のため
のサーキュレータを設置している。（設備の詳細については下の表を参照ください） 

これにより、夏・冬とも快適な環境で実習が展開でき、効果的な訓練が行えることを期待している。 
 
                                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     機械実習棟の室内機（大小 2 台併置）          室外機 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         サーキュレータ                            
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 「2 つのアームストロング砲模型」  なぜここに? 
 

 学院には二つの「アームストロング砲模型」がある。アームストロング砲は 1855 年にイギリスで開発さ
れた大砲で、日本では「佐賀藩」の精錬方が築地の反射炉等を利用して製作を試みた。製造された大砲の現
物が残っていないため、平成元年、佐賀県機械金属工業連合会が復元し佐嘉神社等に展示され、佐賀のもの
づくりの技術の高さを象徴する一つとされている。 

写真①の「アームストロング砲模型」は、平成 19 年の全国高校総合体育大会が佐賀で開催されるにあた
り、オープニングセレモニーの「さがんヒストリー」という創作劇でアームストロング砲を使いたいという
ことで、佐賀工業高校に依頼があり２門製作した。（当時、学院⾧が佐賀工に勤務しており、製作指揮、組み
立て等を担当した）大きさはほぼ原寸大で、材料は主に段ボールや木材等であるが、車軸等は金属である。  

高校総体終了後は、県庁県民ホールに展示し、その後 1 門は佐賀工業高校、もう１門は当時の連合会の会
⾧である中村電機製作所に展示されていたが、会⾧交代等で展示場所に困り学院に来たものと思われる。 

写真②は佐賀工業高校機械科の鋳造実習で使用していた鋳型を利用し学院⾧が製作した模型である。大き
さは１/６程度で、材料は銅合金鋳物である。他に、鋳鉄製やアルミ製の模型を多数制作した。同様の模型は、
佐賀城本丸歴史館、佐野常民記念館および佐嘉神社に寄贈し展示されている。        

学院⾧は佐賀工業高校勤務時に、アームストロング砲やカノン砲の模型製作をとおして「佐賀のものづく
り技術」を伝えていた。写真①が学院に保管され、何かの縁を感じている。 

                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真① 原寸大アームストロング砲模型     写真② １/６模型（銅合金鋳物製） 
  ピロティに展示            ものテンプレイス（ロビー）に展示 
 

     【２月の主な行事】 
 委託訓練入校式:3 委託訓練修了式:2 委託訓練選考試験:5 在職者訓練開校式:2  
・2／3（金）･･････････････････････････2 月選考 入校試験 
・2／10（金）･････････････････････････2 月選考 合格発表 
・2／11（土）～2／19（日）･･･････････諸富家具コレクション with 佐賀城下ひなまつり 
                    木工芸デザイン科作品展示（エスプラッツ） 
・2／12（日）･････････････････････････オープンキャンパス 
・2／13（金）･････････････････････････3 月選考 願書受付開始（入校試験:3 月 10 日（金）） 

 ・2／23（木）･････････････････････････天皇誕生日                       
 

                    
 
 
                   
 
 
 
 
 
 
 
             
 
 
    大会イメージソング「Batons:夢が叶う時」 
                                                    

＜編集後記:学院⾧＞ 
2023 年がスタートし、コロナの影響は多少残りますが、訓練は順調に実施できています。2 年生の就

職も全員が決定し、自動車工学科 1 年生も数名が内定を得ています。2 年生は総仕上げの「技能照査」の
時期です。それぞれの学年が「修了」「進級」に向け、最後の踏ん張りを期待します。 

是非お聞き
ください 


